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授業科目  栄養教育実習 単位  1 

履      修  選択 関連資格 栄教一種免 ナンバリング NT44115J 

開講年次  4 開講時期 通年 該当ＤＰ  DP1-1 DP1-2 DP2-1 DP3-1 DP4-1 DP4-2 DP5-1 

担当教員  扇谷 恵美子、坂田 郁子 

授業概要  

この実習では、履修した教職科目等の理論や技術を基礎に、学校での食の指導を推進するために、学校教

育全般の組織、運営、学級経営を体験する。また、児童生徒の人格形成、身体の成長と発達に貢献し、教育

における研究問題を発見するとともに、自己の望ましい教師像を形成し、食の指導に関わる教育実習生とし

ての資質向上を目指し、教職に関する実践的、研究的能力や態度を養うことを目的とする。 

学生が達成すべき       

行動目標 

１．食の指導における具体的な研究課題を発見できる。 

２．自己の望ましい栄養教諭像を形成する。 

３．教職に関する実践的・研究的能力を身につける。 

達成度評価 

評価と評価割合／ 

評価方法 
試験 小テスト レポート 

発表(口

頭、プレ

ゼンテ

ーショ

ン） 

レポート

外の提

出物 

その他 合計 備考 

総合評価割合 0 0 0 60 40 0 100  

知識・理解 (DP1-1)    5   5  

知識・理解 (DP1-2)    40 10  50  

知識・理解 (DP1-3)         

知識・理解 (DP1-4)         

思考・判断 (DP2-1)     10  10  

思考・判断 (DP2-2)         

関心・意欲 (DP3-1)    5 5  10  

関心・意欲 (DP3-2)         

態度(DP4-1)     5  5  

態度(DP4-2)     10  10  

態度 (DP4-3)         

技能・表現 (DP5-1)    10   10  

技能・表現 (DP5-2)         

技能・表現 (DP5-3)         

具体的な達成の目安 

理想的レベル 標準的なレベル 

教職課程で学んだ知識の全てを活用し、教育現場で応用・実践

ができ、実習中に問題・課題を発見し、それを解決できる。また、

教育実習において、栄養教諭としての指導力を深め、教育現場

ではどのような栄養教諭が求められているかを理解し、自ら考え

てそれを行動に結びつけることができる。 

１．食の指導における具体的な研究課題を発見できる。 

２．自己の望ましい栄養教諭像を形成する。 

３．教職に関する実践的・研究的能力を身につける。 

授業計画 

進行 テーマ・講義内容 授業の運営方法 学習課題(予習・復習） 

予習・復

習時間

(分） 
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主に小学校において以下の内容について、栄養教育

実習を行う。 

１． 学校経営と学校組織活動 

２． 児童生徒への個別的な相談、指導に関する

実習 

３． 学級活動および給食の時間における指導の

参観と補助 

４． 教科等における教科担任等と連携した指導

の参観、補助 

５． 給食放送指導、配膳指導、後片付け指導の

参観、補助 

６． 児童生徒集会、委員会活動、クラブ活動にお

ける指導の参観、補助 

７． 食の指導に関する指導計画案、学習指導案

の作成 

８． 食の指導に関する教材研究と研修授業の実

践 

９． 校内における食に関する指導の連携・調整 

１０．食の指導に関する家庭・地域との連携・調整の

参観、補助  

実習 実習内容の定着を図り、実習

期間中の課題解決に向けて

自己の実習目標に到達する。 

予習・復

習：１日２

時間×５

日間 
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6 
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17     

18     

19     

20     

21     

22     

23     

24     

25     

26     

27     

28     

29     

30     

 

理解に必要な予備

知識や技能 

事前準備として、学習指導案の理解、作成方法、改善方法などを熟知し、模擬授業や教材研究も含めて事前

学習を十分に行うことが必要である。 

テキスト 

学校栄養指導論１・２で使用した教科書、参考書、学習指導要領等を活用する。 

参考図書・教材／

データベース・雑誌

等の紹介 

教育実習日誌を活用する。 

授業以外の学習     

方法・受講生への  

メッセージ 

教育実習では、「子どもが好き」であると同時に、教育現場での厳しさにも耐えうる力を養っておくことが必要と

なる。教職関連科目や専門教育科目も十分に復習して、教師としての自覚を持って実習に臨んでほしい。 

達成度評価に関す

るコメント 

実習校からの教育実習成績評価票や教育実習日誌、レポート、さらに実習報告会の内容を加味する。 
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